


もともと表面に龍、裏面に菊紋・桐紋・桐と日章が刻まれた貨幣でした。
明治６（１８７３）年に桐紋がなくなり、日章が「十錢」の文字に代わり、さ
らに明治４０（１９０７）年には龍がなくなり、表面に菊紋と「十錢」の文字、
裏面は日章を桜花で囲んだデザインに変更して、大正６（１９１７）年まで
製造されました。
　大正７（１９１８）年、８（１９１９）年には、八

や
咫
た
烏
がらす
が刻まれた１０銭銀貨幣

が製造されましたが、銀価格が暴騰したことより市中に流通することなく、
すべて造幣局で鋳潰されました。この１０銭銀貨幣は大正９（１９２０）年に
廃止され、新たに製造することになったの
が、穴あき１０銭白銅貨幣です。新しい１０
銭白銅貨幣の図柄は、穴あきの５銭白銅貨
幣と同様、表面に菊紋と桐と「十錢」の文
字が刻まれ、裏面には八稜鏡と青海波が刻
まれました。

　三番目に造幣局が製造した穴あき貨幣は、日本ではなく、外国で使う貨
幣でした。大正１５（１９２６）年、シャム国（現在のタイ王国）の大蔵省が、
５サタンニッケル貨幣と１サタン青銅貨幣の製造を国際競争入札に出し、１
サタン青銅貨幣を落札した日本の三井物産株式会社が、造幣局に製造を
依頼してきたのです。
　第一次世界大戦後の不況や、大正１２（１９２３）年９月に発生した関東大
震災により、日本経済は大きな打撃を受けました。影響は造幣局にも及び、
貨幣の製造枚数は減少し、職員の削減も行っていました。そんな時に舞
い込んできたのが、シャム国貨幣の製造でした。直径２２．５ｍｍ、重さ５．０
ｇの１サタン青銅貨幣を、造幣局は大正１５年から昭和４年まで製造し、合
計１億枚をシャム国に送りました。

　現在流通している貨幣の中で、有孔貨幣、通称穴あき貨幣は、二種
類あります。５０円貨幣と５円貨幣です。穴あきの５０円貨幣はニッケルを
素材として昭和３４（１９５９）年に製造を開始し、昭和４２（１９６７）年に素
材を白銅に変えています。穴あきの５円貨幣は黄銅を素材として昭和２４
（１９４９）年に製造が始まり、昭和３４年（１９５９）年に書体が楷書体から
ゴシック体に変更され現在に至っています。
　ところで、造幣局の歴史を振り返ると、穴あき貨幣の製造は大正時代か
ら始まっていたことが分かります。造幣局創業１５０年にまつわる話　第２
回目は、穴あき貨幣についてのお話です。

　造幣局が最初に製造した穴あき貨幣は、大正５（１９１６）年に仕様が改
められた５銭貨幣です。貨幣の中央に穴をあけたのは、材料節約と偽造防
止のためでした。
　造幣局創業と共に銀貨として誕生した５銭貨幣は、表面に龍、裏面には
菊紋・桐紋と、太陽などを表す日章がデザインされていました。その後、
素材が白銅に変更され、菊や稲穂の図柄
が使われたのち、中央に穴があいた貨幣
となったのです。図柄は、表面に菊紋と
桐と「五錢」の文字が刻まれ、裏面には
円形の鏡の周囲を八枚の花弁でかたどっ
た八
はち
稜
りょう
鏡
きょう
と、波をかたどった青

せい
海
がい
波
は
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まれました。

　造幣局が次に製造した穴あき貨幣は、大正９（１９２０）年に仕様が改め
られた１０銭貨幣です。５銭貨幣と同様、銀貨として誕生した１０銭貨幣は、
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　その後、１０銭貨幣と５銭貨幣は昭和１５（１９４０）年には穴なしの純アル
ミニウム貨幣になり、アルミニウムが航空機の材料として用いられるよう
になると、貨幣の量目は二度にわたり減らされました。
　昭和１９（１９４４）年、１０銭貨幣と５銭貨幣は、穴なしの貨幣から、再び穴
あきの貨幣に作り替えられました。素材は錫で、溶けやすく柔らかい金属を
貨幣の材料として使わなければならないほど、当時の日本はひっ迫した状況
にあり、これが、戦前の造幣局が製造した最後の穴あき貨幣になりました。

　昭和１９年８月になると、錫の調達も難しくなり、１０銭と５銭の錫貨幣の
製造が中止されました。さらに、貨幣工場の設備を使って砲弾や航空機
の部品の製造を行うことになり、貨幣の製造量は減少していきます。なお、
この頃の造幣局では、多くの職員が出征していたことから、近隣の学校に
通う女学生や勤労挺身隊が作業に当たっていました。
　昭和２０（１９４５）年、太平洋戦争が終わると、新たなデザインの１０銭
アルミニウム貨幣と５銭錫貨幣が製造されることになりました。１０銭貨幣
には稲穂、５銭貨幣には鳩の図案が使われましたが、これらは穴あき貨幣
ではない上に、昭和２１（１９４６）年１０月に製造中止となり、明治時代から
続いていた１０銭貨幣と５銭貨幣の製造は完全に終了しました。

　大正から昭和にかけて、日本中で使われた１０銭貨幣と５銭貨幣。遠い
異国で使われた１サタン貨幣。どれも今は流通していない貨幣ですが、戦
前の造幣局で製造した貴重な穴あき貨幣です。５０円貨幣や５円貨幣を見
た時には、昔の穴あき貨幣にも思いを馳せてみてください。

　戦前の造幣局で製造された穴あき貨幣は、この三種類です。シャム国１
サタン青銅貨幣の製造は昭和４（１９２９）年で終了しますが、１０銭貨幣と
５銭貨幣の製造は、デザインや素材を変更しながら、昭和２０（１９４５）年
まで続きました。
　最初のデザイン変更は、昭和８（１９３３）年です。軍需資材として不可
欠なニッケルを海外から輸入し、貨幣材料として使用しながら、有事の際
には貨幣を回収して軍需資材に使用する計画が持ち上がり、１０銭白銅貨
幣と５銭白銅貨幣を、初の純ニッケル素材の貨幣として作り替えることにな
ったのです。
　１０銭ニッケル貨幣の図柄は、表面に「十錢」の文字と菊紋・桐紋と唐草、
裏面に青海波・桜花が刻まれ、５銭ニッケル貨幣の図柄は、表面に「五錢」
の文字と菊紋、金

きん
鵄
し
、裏面に勾玉連環・桜花が刻まれました。金鵄とは、『日

本書紀』に登場する金色のトビのことで、神武天皇を勝利に導いた存在と
されていることから、縁起が良いものの象徴として日本酒やたばこのパッケ
ージに使われ、昭和８年に貨幣デザインにも採用されたのです。

　次のデザイン変更は昭和１３（１９３８）年です。増大する貨幣需要へ対
応するため、そして軍需資材に必要なニッケルを確保するため、１０銭と５
銭のニッケル貨幣の製造を中止し、アルミニウム青銅貨幣に作り替えるこ
とになったのです。

昭和８年銘１０銭ニッケル貨幣

昭和１３年銘１０銭アルミニウム青銅貨幣

昭和８年銘５銭ニッケル貨幣

昭和１３年銘５銭アルミニウム青銅貨幣

昭和１９年銘１０銭錫貨幣 昭和１９年銘５銭錫貨幣
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